
平成２５年１０月３０日に長野県の飯山・中野地すべり協議会が来県し、白河市葉ノ木平地内
（葉ノ木平地区）の地すべり災害箇所（災害関連緊急地すべリ対策事業）について現地視察を
行いました。

長野県飯山・中野地すべり協議会現地視察を行いました
～葉ノ木平地区～

【協議会からの意見】

説明の様子
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○現場を見て被災箇所のスケールの大きさを感じ取ることができた。地すべりが発生した箇所
は思ったより緩やかな地形であり、こんな緩勾配でも地すべりが発生したとは驚いた。

○地震災害は、大雨による地すべりとこと異なり、突然発生するため事前の準備ができない。
葉ノ木平の事例では、地震のあと一瞬のうちに崩壊（崩壊速度大）したとのことなので、避難
体制について今後検討していかなければならないと感じた。

あいにくの雨のためバスの中から視察


